
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和６年８月 18 日 日曜日 ９:３０～１２：００（受付開始時間９：００～） 

会場：鹿児島大学医学部保健学科 桜ヶ丘共通教育棟 4 階 401 講義室(対面式) 先着 25 名 

又は、ＺＯＯＭを使用したオンライン配信でのハイブリット研修会     先着 25 名 

講師：眞田 俊介 氏(鹿児島県こども総合療育センター) 

ファシリテーター：井上 和博 氏（鹿児島大学医学部保健学科） 

対象：鹿児島県作業療法士協会会員、協会会員の他 OT 県士会員 

参加費：会員、他県士会員：無料    非会員：￥４，０００ 

    ＊非会員とは鹿児島作業療法士協会非会員で、R６年度の年会費が未払いのかたです。 

     振り込み方法は申込メール後にお知らせします。 

ポイント：2 ポイント（日本作業療法士協会生涯教育基礎研修ポイント）後日付与予定 

事例の募集：評価や支援について、また実際に困っていることなど、みんなで一緒に考えてみたい、

聞いてみたい事など発表して頂ける方を募集します。 

募集方法 ：申し込みフォームにて募集希望の有無を確認致します。多数の場合は、抽選にて 

      選出させて頂きます。また、選ばれた場合はメールにて改めてご連絡致します。 

       ※発表に関しては、こちらで準備した事例発表フォームを使用して頂く場合もあります。 

 

タイムスケジュール：9：00～ 受付開始 

①  9：20～ オリエンテーション       

②  9：30～10：30 講話 

「ASD や ADHD の障害特性の捉え方と対応」 

③ 10：40～11：40 事例検討 

④ 11：40～12：00 質疑応答 

【問い合わせ先】担当：事業部 発達支援K-OT チーム 

   やまびこ医療福祉センター リハビリテーション部  

作業療法士  先成 聖 

      〒891‐1206  鹿児島市皆吉志町 1779 

      TEL 099‐238‐2766 

      Mail：hattatushien.kot@gmail.com 

 

今回、発達支援 K-OT チームの卒後カリキュラムマップに基づいて、自閉症スペクトラム

や多動が疑われる児童の障害特性の捉え方と対応について研修形式と事例を交えて学ぶ機会

を設けました。近々のアンケート結果からも事例を通した学びや臨床での事例を相談したいと

いう声にこたえて、相談事例を公募し、初心者から 5 年目向けの講話の後に事例検討会を行い、

先輩 OT からのアドバイス（10 年目以上）で明日からできる事例への対応を考えたいと思い

ます。ぜひ、日々の臨床での躓きや悩みがある方は、ご参加ください。 

 

（一社）鹿児島県作業療法士協会 地域リハ推進部 発達支援 K-OT チーム研修会

『子どもの障害特性の捉え方と対応について一緒に考えよう 

～ASD や多動が疑われる事例を中心に～』 

講話＋事例検討を通した意見交換 

申し込み締め切り：R６年 8 月 11 日㈯まで 

相談事例申し込み：R６年 8 月 4 日㈯まで  

https://ur0.jp/DefIX 
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